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SERS基板の作製とスペクトル解析方法の検討
2023年11月23日（木） 研究交流会

大阪府立大学 工学研究科

博士後期課程3年 西辻 凌輔

背景

➢ 表面増強ラマン散乱 (Surface Enhanced Raman Scattering：SERS)

• 非標識検出

• 高感度

メリット デメリット

• スペクトル形状 複雑

• 類似構造物質の同定 難

ラマン散乱励起光

分子

増強電場

金ナノ粒子

分子特有のシグナル 取得

増強

Raman shift [cm-1]

➢ SERSスペクトルの測定
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測定スペクトル基板作製方法

外観

金ナノ構造

200 nm

SEM画像

10 mm
官能基の種類及び存在比に応じた

スペクトル形状変化 小
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コンセプト

ラマン散乱励起光

類似構造分子修飾

金ナノ構造基板

A B200 nm

➢ 視認性向上

➢ スペクトルからの情報抽出
Parameter1  

P
a
ra

m
e
te

r2
  

100%  

0%  

各類似構造分子のSERSスペクトル

100%  

0%  

次元削減

存在率 存在率

1. SERS測定用金ナノ構造基板の作製

目的

2. SERSスペクトルの2次元平面への可視化

実験結果
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N. I. : Normalized intensity

金属ナノ構造を用いた

SERSスペクトル測定

アイデア

プロットの重なり PCA > tSNE > LDA

⇒ LDAによる次元削減 ◎
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➢ 次元削減手法の検討

測定基板

1080, 1600 cm-1付近のピーク

⇒測定物質のSERSスペクトル 確認

機械学習解析による

スペクトルの2次元可視化
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